
 

2015年度 日本気象学会東北支部第1回理事会 議事録 

 

日時：2015年4月24日（金）16時00分～18時10分 

場所：仙台管区気象台第３会議室（3階） 

出席：長谷川、青木、岩崎、佐伯、境田、野村、渡辺、名越、和田(代理出席)（以上理事）、

白川（会計監査）、山崎、斎藤、廣川（以上幹事） 

欠席：杉山理事、児玉理事、岩尾理事 

司会：斎藤幹事 

 

出席者紹介：各人から自己紹介 

支部長挨拶：境田支部長代理から理事会開催の挨拶 

 

議題１．新支部長・新常任理事・地方理事・会計監査・幹事の互選 

 ・事務局(案)のとおり推薦選任した。 

   支部長   長谷川 直之 氏  仙台管区気象台長 

   常任理事  野村 竜一 氏   仙台管区気象台気象防災部長 

地方理事  名越 利幸 氏   岩手大学教授（理科教育科） 

岩尾 尊徳 氏   秋田地方気象台長 

   会計監査  白川 栄一 氏   仙台航空測候所長 

   幹事    斎藤 篤思 氏   仙台管区気象台気象防災部防災調査課調査官 

         廣川 康隆 氏   仙台管区気象台気象防災部予報課技術専門官 

 

・新支部長からの挨拶（次号の支部だよりで掲載予定） 

 

議題２．事業等の担当理事の選任 

 ・事務局(案)のとおり承認した。 

   ①支部気象講演会           境田常任理事 

      (2015年度宮城開催)       在仙理事 

   ②支部気象研究会           渡辺常任理事 

   ③東北支部だより          ○青木常任理事 

   ④支部独自活動            杉山常任理事 

   ⑤支部事務局             渡辺常任理事 

   ⑥会計監査             ○白川会計監査 

○印は新任 

 

議題３．2014年度事業報告及び会計報告 

・前回の支部理事会（2014年 3月 12日）以降、2014年 3月 31日分までの会計報告。 

議案を承認した。 

 

 



 

議題４．2014年度会計監査報告 

 ・議案を承認した。 

 

議題５．2015年度事業計画及び予算 

（１）事業計画 

１）東北支部気象講演会 

     2015年度支部気象講演会について議論し、おおまかな日程および開催地を仙台と

することだけ決め、テーマや講演者は日時と会場が決まり次第、境田理事と事務局

で調整することとした。 

日 時：2月中旬～下旬 

会 場：仙台市内 

テーマ：未定  

講演者：未定 

 

     その他次のような意見等が出された。 

    ・気象講演会の各県持ち回り開催については、今後、メールによりやりとりを行う。

その際、境田理事を担当として意見を集約する。まずは境田理事に各県の事情（大

学側で講演会を運営可能か、気象台側の運営の実情）を調査し、問題提起してい

ただく予定。 

  ２）支部気象研究会 

    ・仙台管区気象台の調査研究会と共催し、一部の日程は学会員と気象台職員が入り

交じって発表・討論ができる形式とする。 

     → 大学や研究機関等が参加しやすいプログラム作成が重要 

    ・昨年度同様、研究を本務としていない会員の発表者に旅費を補助する。応募者多

数の場合は先着順とする。また研究会の参加は日帰りを想定しているが、研究会

の開始時刻によっては宿泊費支給も検討。 

     → 研究会の発表数を増やすためにできるだけ早く開催の告示を行い、旅費の補

助があることを会員へ周知したい。 

  ３）支部だより 

    ・担当は青木理事に選任。青木理事は記事の取りまとめまで行い、編集・印刷・発

送は業者委託。1年間の委託とし、同じ条件で3社に再見積もりを依頼後、業者選定。 

    ・今年度は年2回発行。 

    ・各地方で記事投稿のご協力をお願いしたい。 

    ・掲載する議事録はできるだけ簡潔にする。 

  ４）支部理事会 

    ・議案のとおり。 

  ５）支部強化基金による活動 

    ・気象サイエンスカフェを11月頃の週末に仙台市で開催する予定。名越理事より、

気象教育をテーマに講演できるとの提示があった。今後、予報士会やワーキング

グループが中心となり、名越理事とテーマや日程等を調整し、準備を進める。 

    ・サイエンスカフェは固定客がおり、今後も仙台市内で11月頃に開催する方針でど



 

うか。 

    ・サイエンスカフェは来場者参加型であり、講演者は情報通知の一方通行ではなく

参加者に議論してもらうような工夫が求められる。ファシリテータの準備なども必

要で、もしかしたら気象講演会よりも講演者の選定や準備が大変かもしれない。 

    ・テーマは過去のアンケートから選定するのも一案（青木理事）。道路管理者は火

山噴火などに興味ありそう（佐伯理事）。 

  ６）日本気象学会奨励賞などへの応募 

    ・推薦者がある場合、野村理事または事務局へお知らせ願いたい。 

（２）2015年度予算案 

    今年度の会員数を174名として、4月16日に本部から交付金が配算された。 

    支部一般会計について、昨年度と大きく異なる事項を補足説明し、主な意見等は次

のとおり。 

  ・支部だよりの内訳として、編集・印刷・発送を含めて１回あたり10万円前後。 

→ 委託業者は再見積もり後、選定。 

   → 支部だよりや業務連絡等の伝達手法（郵送またはメール）については、全会員の

メールアドレスを把握できないため、郵送する以外の手段はない。 

  ・事務費としてノートPC、「日本気象学会東北支部」の印字入り角2封筒の予算を計上。 

   → 了承。 

   → 名越理事よりノートPCのバックアップとして、外付けHDDの購入が提案された。 

 

議題７．その他 

  議案のとおり。 

 ・会員数の減少は、東北から異動となった気象台職員数が反映。その他個人会員について

は把握できていない。 

 ・七十七銀行からゆうちょ銀行への口座変更が了承された。 

 

以上 


